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春
の
高
山

春の訪れ告げる
「山王祭」　　　
４月、日に

咲き誇る　　　　
天然記念物　　　
枝垂れ桜も数多く

温
泉

ト
ピ
ッ
ク

ト
ピ
ッ
ク

●
高
山
祭

４
月

、
日
に

「
名
人
戦
」開
催

高
山
陣
屋
で

●
桜

●
奥
飛
騨
温
泉
郷

５
温
泉
地
が
点
在

露
天
風
呂
魅
力
に

●
飛
騨
高
山
温
泉

九
つ
の
源
泉
湧
出

知
名
度
も
ア
ッ
プ

６
月
に
ウ
ル
ト
ラ

マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催

タ
フ
な
コ
ー
ス
設
定

宿
泊
客
に
好
評

「
湯
巡
り
手
形
」
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山王祭に出る屋台、絢爛豪華さを誇る

西光寺の枝垂れ桜

ライトアップされた青屋神明神社の枝垂れ桜

花扇の大浴場

ホ
テ
ル
ア
ソ
シ
ア
高
山
リ
ゾ
ー
ト
の
岩
風
呂

風情ある古い町並

　
飛
騨
高
山
と
言
え
ば
、
ま
ず
思

い
浮
か
ぶ
の
が
春
と
秋
に
行
わ
れ

る「
高
山
祭
」。京
都
の
祇
園
祭
、

埼
玉
・
秩
父
の
秩
父
祭
と
並
ぶ
日

本
三
大
美
祭
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
。

　
高
山
祭
の
う
ち
、
春
の
訪
れ
を

告
げ
る
の
が
「
山
王
祭
」
で
、
旧

高
山
城
下
町
の
南
半
分
の
氏
神
様

で
あ
る
日
枝
神
社
（
山
王
様
）
の

例
祭
を
い
う
。
４
月

、

日
に

行
わ
れ
る
。
絢
爛
豪
華
な
屋
台


台
が
安
川
通
り
の
南
側
・
上
町
に

曳
き
揃
え
ら
れ
、「
動
く
陽
明
門
」

と
も
い
わ
れ
る
見
事
な
姿
を
披
露

す
る
。
特
に
、
宮
川
に
架
か
る
朱

色
の
中
橋
を
ゆ
っ
く
り
と
渡
る
光

景
は
桜
と
も
相
ま
っ
て
息
を
飲
む

ほ
ど
美
し
い
。

　
３
台
の
屋
台
に
よ
る
か
ら
く
り

奉
納
は
、
人
形
の
劇
的
な
変
化
や

ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
動
き
に
驚

く
ば
か
り
。
ま
た
、

日
の
夜
祭

は
お
よ
そ
１
０
０
個
の
提
灯
を
付

け
た

台
の
屋
台
が
町
を
巡
り
、

宵
闇
に
浮
か
ぶ
姿
は
こ
れ
ま
た
美

し
い
。

　
な
お
、
秋
の
「
八
幡
祭
」
は
北

半
分
の
氏
神
様
で
あ
る
桜
山
八
幡

宮
の
、
実
り
の
秋
に
感
謝
し
て
開

催
さ
れ
る
例
祭
。

月
９
、

日

に
行
わ
れ
る
。

　
４
月

、

日
、
高
山
の
観
光

名
所
の
一
つ
、
高
山
陣
屋
で
第


期
「
名
人
戦
」
が
開
か
れ
る
。
７

番
勝
負
第
２
局
の
高
山
対
局
と
な

る
。
将
棋
フ
ァ
ン
の
注
目
を
集
め

そ
う
だ
。

　
前
夜
祭
（

日
）
と
大
盤
解
説

会
（

、

日
）
は
高
山
グ
リ
ー

ン
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
る
。

　
前
夜
祭
の
参
加
費
は
６
５
０
０

円
（
中
学
生
以
下
２
千
円
）
。
定

員
１
０
０
人
。
羽
生
善
治
名
人
ら

プ
ロ
棋
士
多
数
が
参
加
す
る
と
あ

っ
て
、
フ
ァ
ン
に
は
た
ま
ら
な
い

時
間
と
な
り
そ
う
だ
。

　

日
の
大
盤
解
説
会
は
午
後
２

時
か
ら
封
じ
手
ま
で
、

日
は
午

前

時
か
ら
終
局
ま
で
。
定
員
は

先
着
２
０
０
人
。
入
場
料
は
千
円

と
な
っ
て
い
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
前
夜
祭
一
般

参
加
申
し
込
み
関
係
が
名
人
戦
高

山
対
局
前
夜
祭
受
付
事
務
局
、
☎

０
５
２
・
７
７
１
・
７
５
１
０
、

そ
の
他
が
県
環
境
生
活
部
文
化
振

興
課
文
化
企
画
係
、
☎
０
５
８
・

２
７
２
・
８
２
４
１
。

　
飛
騨
高
山
の
春
を
彩
る
桜
。
国

指
定
天
然
記
念
物
の
「
臥
龍
桜
」

（
一
之
宮
町
）
や
県
指
定
天
然
記

念
物
の
「
荘
川
桜
」
（
荘
川
町
中

野
）
な
ど
見
応
え
の
あ
る
桜
は
少

な
く
な
い
。

　
臥
龍
桜
は
樹
齢
１
１
０
０
年
余

の
巨
木
。
も
と
も
と
は
１
本
の
桜

だ
っ
た
が
、
昭
和
初
期
に
横
に
伸

び
た
大
枝
が
そ
の
重
み
で
地
面
に

つ
き
、そ
こ
か
ら
発
根
・
独
立
し
、

現
在
の
姿
に
な
っ
た
。

　
臥
龍
桜
と
い
う
名
は
、
あ
た
か

も
龍
が
臥
し
た
よ
う
な
枝
幹
の
様

子
を
目
に
し
た
大
幢
寺
の
道
仙
和

尚
に
よ
り
、
１
９
３
１
年
に
名
付

け
ら
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
。

　
西
光
寺
（
清
見
町
大
谷
）
の
枝

垂
れ
桜
は
推
定
樹
齢
約
８
０
０
年

で
、
県
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。
地
面
ま
で
枝
が
垂
れ
下

が
っ
て
い
る
た
め
、
満
開
に
な
る

と
と
て
も
美
し
い
。

　
ま
た
、
朝
日
町
青
屋
神
明
神
社

の
枝
垂
れ
桜
は「
気
ま
ぐ
れ
な
桜
」

と
呼
ぶ
人
も
い
る
。
ま
る
で
そ
の

年
の
気
分
に
よ
っ
て
華
や
か
に
自

ら
を
咲
か
せ
た
り
、
ツ
ン
と
澄
ま

し
て
見
る
者
を
ヤ
キ
モ
キ
さ
せ
た

り
す
る
か
ら
だ
。
「
そ
ん
な
と
こ

ろ
が
こ
の
桜
の
魅
力
」
と
か
。

　
奥
飛
騨
温
泉
郷
は
北
ア
ル
プ
ス

の
麓
に
点
在
す
る
五
つ
の
温
泉
の

総
称
。
い
ず
れ
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
山
岳
風
景
と
露
天
風
呂
が
魅
力

だ
。
そ
の
露
天
風
呂
は
大
小
合
わ

せ
て
１
０
０
カ
所
以
上
も
あ
り
、

そ
の
数
日
本
一
と
も
い
わ
れ
る
。

　
奥
飛
騨
温
泉
郷
の
最
奥
に
あ
る

の
が
新
穂
高
温
泉
で
、
井
上
靖
の

「
氷
壁
」
の
舞
台
と
も
な
っ
た
。

人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
新
穂
高
ロ

ー
プ
ウ
ェ
イ
の
起
点
と
も
な
る
。

新
穂
高
の
湯
や
ひ
が
く
の
湯
と
い

っ
た
日
帰
り
温
泉
も
充
実
。

　
栃
の
木
が
豊
富
に
あ
っ
た
こ
と

か
ら
名
付
け
ら
れ
た
と
さ
れ
る
の

が
栃
尾
温
泉
。
民
宿
が
多
い
の
が

特
徴
で
、
家
庭
的
な
雰
囲
気
と
山

菜
や
川
魚
な
ど
地
元
の
食
材
を
使

っ
た
お
ふ
く
ろ
の
味
が
人
気
。
公

共
露
天
風
呂
の
荒
神
の
湯
は
、
脱

衣
所
と
「
露
天
風
呂
」
と
書
か
れ

た
大
き
な
岩
が
あ
る
だ
け
の
野
趣

あ
ふ
れ
る
湯
。
夏
に
は
蒲
田
川
周

辺
で
ホ
タ
ル
も
見
ら
れ
る
。

　
温
泉
郷
で
最
大
規
模
を
誇
る
の

が
新
平
湯
温
泉
で
、
大
型
ホ
テ
ル

か
ら
和
風
旅
館
、
民
宿
ま
で
さ
ま

ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
宿
が
あ
る
。
親

水
公
園
の
た
る
ま
の
滝
は
冬
に
は

氷
瀑
と
な
り
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
。

ま
た
、
奥
飛
騨
ク
マ
牧
場
の
熊
は

愛
嬌
た
っ
ぷ
り
に
観
光
客
を
迎
え

る
。

　
昔
な
が
ら
の
素
朴
な
温
泉
風
景

を
見
せ
る
の
が
福
地
温
泉
。
山
里

の
静
け
さ
と
温
泉
を
ゆ
っ
く
り
と

楽
し
み
た
い
人
に
お
勧
め
。
平
安

時
代
の
村
上
天
皇
の
入
浴
伝
説
か

ら
「
天
皇
泉
」
と
も
呼
ば
れ
て
お

り
、
日
本
百
名
湯
の
一
つ
に
な
っ

て
い
る
。

　
平
湯
温
泉
は
温
泉
郷
の
玄
関
口

に
あ
り
、
最
も
歴
史
が
あ
る
。
武

田
信
玄
の
兵
達
が
湯
に
つ
か
り
療

養
し
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
残

る
。
神
の
湯
は
老
猿
が
つ
か
っ
て

い
た
と
さ
れ
る
平
湯
温
泉
の
発
祥

の
地
。
落
差

㍍
の
平
湯
大
滝
は

飛
騨
三
大
名
瀑
の
一
つ
。

　
高
山
市
周
辺
に
は
下
呂
温
泉
や

奥
飛
騨
温
泉
郷
と
い
っ
た
有
名
温

泉
地
が
あ
る
た
め
か
、
あ
ま
り
目

立
た
な
い
が
、
飛
騨
高
山
の
温
泉

も
高
山
観
光
の
拠
点
に
あ
る
温
泉

地
と
し
て
知
名
度
を
上
げ
つ
つ
あ

る
。

　
飛
騨
高
山
温
泉
は
九
つ
の
源
泉

と

の
宿
で
楽
し
め
る
。
八
つ
の

宿
に
自
前
の
源
泉
が
湧
出
し
、


の
宿
が
一
つ
の
源
泉
を
共
同
利
用

し
て
い
る
。

　
自
前
の
源
泉
を
持
つ
の
は
ひ
だ

ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
（
源
泉
名
・
飛
天

の
湯
）
、
ホ
テ
ル
ア
ソ
シ
ア
高
山

リ
ゾ
ー
ト
（
同
・
飛
騨
高
山
温
泉

１
号
泉
）
、
高
山
グ
リ
ー
ン
ホ
テ

ル
（
同
・
新
天
領
の
湯
）
、
飛
騨

亭
花
扇
、
別
邸
い
い
や
ま
（
同
・

神
代
の
湯
）
、
ス
パ
ホ
テ
ル
ア
ル

ピ
ナ
（
同
・
大
名
田
温
泉
）
、
高

山
桜
庵（
同
・
飛
騨
花
里
の
湯
）、

臥
龍
の
郷
（
同
・
臥
龍
の
湯
）
、

龍
リ
ゾ
ー
ト
＆
ス
パ
（
同
・
高
山

龍
神
温
泉
）
の
８
軒
。

　
関
係
者
は
い
う
。
「
北
ア
ル
プ

ス
の
雪
が
溶
け
て
、
長
い
時
間
を

か
け
て
地
下
へ
と
し
み
込
み
、
飛

騨
高
山
で
温
泉
の
恵
み
に
な
っ

た
」
と
。
泉
質
は
単
純
泉
や
ナ
ト

リ
ウ
ム
・
塩
化
物
泉
な
ど
数
種
類

あ
る
。

　
駆
け
巡
る
飛
騨
高
山

６
月

７
日
、
第
４
回
「
飛
騨
高
山
ウ
ル

ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
」が
開
催
さ
れ
る
。

日
本
一
広
い
面
積
を
誇
る
高
山
市

を
駆
け
巡
る
だ
け
あ
っ
て
、
国
内

屈
指
の
タ
フ
な
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス

と
い
わ
れ
る
。
そ
の
距
離
、
何
と

１
０
０
㌔
と

㌔
。

　
今
回
か
ら
ス
タ
ー
ト
・
フ
ィ
ニ

ッ
シ
ュ
会
場
を
変
更
、
こ
れ
に
伴

い
コ
ー
ス
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
。
前
回
ま
で
の

㌔
の
部
は


㌔
と
し
た
。
「

㌔
は
ビ
ギ
ナ
ー

向
け
、
１
０
０
㌔
は
エ
キ
ス
パ
ー

ト
向
け
」
と
い
う
。
参
加
料
は
１

０
０
㌔
が
１
万
８
千
円
、

㌔
は

１
万
４
千
円
で
、
そ
れ
ぞ
れ
２
千

人
、
千
人
を
募
集
す
る
。
参
加
賞

と
し
て
大
会
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ

ツ
、
完
走
者
に
は
完
走
メ
ダ
ル
を

贈
る
。

　
伝
統
息
づ
く
古
い
町
並
、
自
然

豊
か
な
乗
鞍
岳
を
望
む
コ
ー
ス
は

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
だ
け
に
与
え
ら

れ
た
特
権
だ
。
特
産
品
を
生
か
し

た
エ
イ
ド
も
楽
し
み
の
一
つ
と
な

り
そ
う
。

　
参
加
資
格
は
大
会
当
日

歳
以

上
で
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
完
走
経
験

の
あ
る
健
康
な
男
女
。
募
集
締
め

切
り
は
３
月

日
。
問
い
合
わ
せ

は
飛
騨
高
山
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン

大
会
事
務
局
、
☎
０
１
２
０
・
８

４
６
・
０
２
４
。

　
奥
飛
騨
温
泉
郷
で
売
ら
れ
て
い

る
湯
巡
り
手
形
「
奥
飛
騨
湯
け
む

り
達
人
」
が
宿
泊
客
に
好
評
だ
。

豊
富
な
湧
出
量
を
誇
る
奥
飛
騨
の

温
泉
を
心
ゆ
く
ま
で
楽
し
ん
で
も

ら
お
う
と
、
昨
年
４
月
に
販
売
開

始
し
た
。

　
手
形
は
１
枚
１
２
０
０
円
（
税

込
み
）
。

軒
の
宿
泊
施
設
で
利

用
で
き
る
。
湯
巡
り
加
盟
施
設
や

売
店
な
ど
で
販
売
し
て
お
り
、
有

効
期
間
は
発
行
か
ら
１
年
間
。

　
手
形
の
裏
面
に
３
枚
の
入
浴
シ

ー
ル
が
貼
り
付
け
て
あ
り
、
入
浴

の
際
は
フ
ロ
ン
ト
に
手
形
を
提
示

し
、
シ
ー
ル
を
は
が
し
て
渡
す
。

シ
ー
ル
枚
数
は
施
設
に
よ
っ
て
異

な
る
。

　
ま
た
、
シ
ー
ル
の
裏
面
に
は
温

泉
郷
の
マ
ー
ク
が
印
刷
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
マ
ー
ク
が
三
つ
出
る
と

オ
リ
ジ
ナ
ル
記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
「
ラ
ッ
キ
ー
特
典
」
を
付

け
て
い
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
奥
飛
騨
温
泉
郷

観
光
協
会
、☎
０
５
７
８（
８
９
）

２
６
１
４
。

http://www.hidatakayama.or.jp/
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「北陸新幹線」開業機に観光客増加を

高山市観光連絡協議会　一般社団法人飛騨・高山観光コンベンション協会

ト
ピ
ッ
ク

「
北
陸
飛
騨
３
つ
星
街
道
の
旅
」ア
ピ
ー
ル

「
北
陸
新
幹
線
」開
業
へ
の
期
待
　

堀

則
　

飛

騨
・
高

山

観

光

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
会
長

豊かな自然と
「ひだびと」のやさしさで
最高のおもてなしを

屈指の観光名所
４協会で共同ＰＲ
お勧めプランも

▶
北
陸
新
幹
線
◀
ワ
イ
ド
ビ
ュ
ー
ひ
だ

泣
き
相
撲
大
会

６
月
に
初
開
催

飛
騨
護
国
神
社
で

金
沢
起
点
に
し
て

バ
ス
で
名
所
巡
り

３
つ
星
観
光
地
巡
る

ル
ー
ト
切
符
も
発
売

（７） 第２７９０号第３種郵便物認可２０１５年（平成２７年）３月２１日（土曜日）

　
３
月

日
、
待
望
の
北
陸
新
幹
線
が
開
業
し
た
。
首
都
圏
か
ら
の
旅
行

者
が
富
山
、
金
沢
方
面
に
旅
す
る
際
、
岐
阜
県
の
飛
騨
高
山
や
白
川
郷
な

ど
に
足
を
延
ば
せ
る
環
境
が
整
う
。
飛
騨
・
高
山
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

協
会
（
高
山
市
）
な
ど
は
「
北
陸
飛
騨
３
つ
星
街
道
の
旅
」
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
誘
客
を
図
る
。
春
の
高
山
の
魅
力
と
あ
わ
せ
て
紹
介
す
る
。

　
雪
が
多
く
寒
さ
が
厳
し
か
っ
た

今
年
の
冬
も
よ
う
や
く
終
わ
り
を

告
げ
、
飛
騨
高
山
は
、
待
ち
遠
し

か
っ
た
春
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お

り
ま
す
。
飛
騨
高
山
は
、
豊
か
な

自
然
の
中
で
悠
久
の
時
を
刻
み
、

古
く
は
、
万
葉
集
の
中
に
も
登
場

す
る「
ひ
だ
び
と
」が
さ
ま
ざ
ま
な

困
難
を
乗
り
越
え
、
い
ま
の
ま
ち

を
築
き
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　
「
飛
騨
の
匠
」
と
呼
ば
れ
る
伝

統
技
術
を
持
っ
た
職
人
が
い
ま
も

活
躍
し
、
そ
の
匠
の
思
い
を
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
受
け
継
い
だ
「
ひ
と

び
と
」
が
凛
と
し
て
日
々
の
暮
ら

し
を
営
ん
で
お
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
ま
ち
に
遠
く
中
央
で
活

躍
す
る
人
々
は
こ
の
地
に
憧
れ
、

思
い
を
は
せ
、
古
く
か
ら
文
人
墨

客
が
多
く
訪
れ
、
「
ひ
だ
び
と
」

と
交
わ
り
、
そ
ん
な
中
で
飛
騨
高

山
独
自
の
文
化
が
生
ま
れ
育
っ
て

き
ま
し
た
。
「
ひ
だ
び
と
」
は
い

ま
で
も
頑
と
し
て
そ
の
伝
統
文
化

を
守
り
育
て
、
未
来
に
つ
な
げ
よ

う
と
努
力
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
姿
が
人
々
の
心
を
打
ち

国
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
の
皆

さ
ま
に
お
越
し
い
た
だ
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
自
動
車
道
や
鉄
道

網
が
整
備
さ
れ
る
中
で
、
新
た
に

北
陸
新
幹
線
が
金
沢
ま
で
開
業

し
、
お
越
し
い
た
だ
く
の
に
大
変

便
利
に
な
り
ま
し
た
。

　
豊
か
な
自
然
と
「
ひ
だ
び
と
」

の
や
さ
し
さ
を
最
高
の
お
も
て
な

し
と
し
て
皆
さ
ま
を
お
迎
え
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

高速バスの増便で
周遊も便利に

　
６
月

日
、
子
供
が
主
役
の

「
泣
き
ず
も
う
大
会
　
飛
騨
高
山

場
所
」
が
飛
騨
護
国
神
社
境
内
の

特
設
舞
台
で
開
か
れ
る
。

　
泣
き
相
撲
は
１
歳
前
後
（
６
カ

月
～
１
歳
半
）
の
赤
ち
ゃ
ん
を
土

俵
に
あ
げ
、
泣
き
声
を
競
わ
せ
る

日
本
の
風
習
。
子
供
の
健
や
か
な

成
長
を
祈
る
行
事
と
し
て
、
全
国

各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
高
山

で
は
初
開
催
と
な
る
。

　
対
象
は
２
０
１
４
年
生
ま
れ
の

男
の
子
、
女
の
子
で
、
４
０
０
人

を
募
集
す
る
。
か
わ
い
い
特
製
の

さ
る
ぼ
ぼ
の
衣
装
を
準
備
し
て
お

り
、
わ
が
子
の
写
真
撮
影
に
も
力

が
入
り
そ
う
だ
。

　
参
加
費
は
８
千
円
だ
が
、
お
守

り
、
さ
る
ぼ
ぼ
セ
ッ
ト
、
手
形
色

紙
、
記
念
写
真
な
ど
の
記
念
品
が

付
い
て
い
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
泣
き
相
撲
飛
騨

高
山
場
所
実
行
委
員
会
、
☎
０
８

０
・
１
５
６
５
・
３
６
８
７
。

　
高
山
と
白
川
、石
川
県
の
金
沢
、

富
山
県
の
五
箇
山
に
は
、
本
物
の

日
本
を
伝
え
る
歴
史
的
建
造
物
や

自
然
、
伝
統
工
芸
、
食
文
化
な
ど

が
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
地
域
は
国
際
的
に
も

評
価
が
高
く
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
五
箇
山
と
白

川
郷
の
合
掌
造
り
集
落
、
フ
ラ
ン

ス
の
観
光
ガ
イ
ド
「
ミ
シ
ュ
ラ
ン

・
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
・
ジ
ャ
ポ
ン
」

で
３
つ
星
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
兼

六
園
や
高
山
な
ど
は
国
内
屈
指
の

観
光
名
所
で
も
あ
る
。

　
近
年
、
広
域
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

が
進
み
、
３
県
の
移
動
が
車
で
約

１
１
０
分
圏
内
に
短
縮
さ
れ
る
な

ど
、
北
陸
と
飛
騨
を
自
由
に
巡
る

旅
行
が
容
易
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら

を
背
景
に
、
飛
騨
・
高
山
観
光
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
と
白
川
郷
観

光
協
会
（
岐
阜
県
白
川
村
）
、
金

沢
市
観
光
協
会
（
金
沢
市
）
、
南

砺
市
観
光
協
会（
富
山
県
南
砺
市
）

は「
北
陸
飛
騨
３
つ
星
街
道
の
旅
」

と
称
し
て
、
観
光
客
に
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
る
。

　
北
陸
新
幹
線
開
業
に
よ
り
、
東

京
―
富
山
間
は
最
速
で
２
時
間
８

分
、
同
―
金
沢
間
は
２
時
間

分

で
結
ぶ
。
従
来
は
上
越
新
幹
線
経

由
や
東
海
道
新
幹
線
経
由
で
４
時

間
程
度
か
か
っ
た
東
京
―
金
沢
間

が
１
時
間
半
程
度
短
縮
さ
れ
る
。

首
都
圏
の
人
に
と
っ
て
北
陸
が
よ

り
身
近
に
な
る
わ
け
だ
。

　
３
つ
星
街
道
の
旅
で
は
、
お
勧

め
プ
ラ
ン
と
し
て
「
世
界
遺
産
と

金
沢
・
高
山
満
喫
プ
ラ
ン
」
（
２

泊
３
日
）
な
ど
を
推
奨
。
「
世
界

遺
産
あ
り
、
３
つ
星
あ
り
の
王
道

コ
ー
ス
、
日
本
の
本
物
と
出
会
う

旅
」
と
自
信
を
示
す
。

　
富
山
―
高
山
間
に
は
ワ
イ
ド
ビ

ュ
ー
ひ
だ
が
運
行
し
て
い
る
（
所

要
時
間
約
１
時
間
半
）
。
北
陸
新

幹
線
を
利
用
し
て
の
旅
行
は
も
ち

ろ
ん
、
金
沢
か
ら
高
速
バ
ス
を
利

用
し
て
の
名
所
巡
り
も
い
い
。

　
北
陸
新
幹
線
の
開
業
と
あ
わ

せ
、

日
か
ら
北
陸
鉄
道
バ
ス
と

濃
飛
バ
ス
が
増
便
す
る
。
金
沢
か

ら
高
山
・
白
川
郷
・
五
箇
山
へ
の

ア
ク
セ
ス
が
便
利
に
な
り
、
観
光

客
の
増
加
が
期
待
で
き
る
。

　
毎
日
、
金
沢
～
白
川
郷
～
高
山

間
に
４
往
復
、
金
沢
～
五
箇
山
～

白
川
郷
に
４
往
復
の
計
８
往
復
で

観
光
客
の
〝
足
〟
を
確
保
す
る
。

　
所
要
時
間
は
金
沢
―
五
箇
山
間

が
約

分
で
、
同
―
白
川
郷
間
は

約
１
時
間

分
、
同
―
高
山
間
が

約
２
時
間

分
。
運
賃
は
同
―
高

山
濃
飛
バ
ス
セ
ン
タ
ー
間
の
場
合

で
大
人
片
道
３
３
９
０
円
と
な
っ

て
い
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
北
陸
鉄
道
予
約

セ
ン
タ
ー
が
☎
０
７
６
・
２
３
４

・
０
１
２
３
、
濃
飛
バ
ス
予
約
セ

ン
タ
ー
が
☎
０
５
７
７
・
３
２
・

１
６
８
８
。

　
北
陸
鉄
道
と
濃
飛
バ
ス
、
ア
ル

ピ
コ
交
通
か
ら
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・

グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
・
ジ
ャ
ポ
ン
に

３
つ
星
で
紹
介
さ
れ
た
観
光
地
を

巡
る
ル
ー
ト
切
符
が
発
売
さ
れ
て

い
る
。
４
日
間
有
効
で
、
料
金
は

大
人
５
１
４
０
円
、
小
人
２
５
７

０
円
。
通
常
運
賃
よ
り
約
３
千
円

お
得
と
い
う
。

北陸飛騨３つ星街道のロゴマーク

北陸飛騨３つ星街道エリア


